
和戸踏切除却（立体化）事業の概要

・和戸踏切は県道さいたま幸手線と東武伊勢崎線が交差する箇所に設置
されています。

・和戸踏切の前後区間は平成元年に決定された都市計画道路国納橋通り線
であり、交通量が多く、歩道が整備されていない区間もあります。

・和戸踏切周辺では慢性的に交通渋滞が発生しており、時間帯によっては
最大約700mに渡る渋滞が和戸踏切前後で発生しています。

・当該路線は県の緊急輸送道路にも指定されています。

・また、平成29年1月には踏切道改良促進法に基づく、改良すべき踏切道
として国から指定されました。

踏切事故の防止や慢性的な交通渋滞を解消
するために踏切を除却し、立体化を行います

和戸踏切

和戸踏切

和戸踏切



説明会の目的

・令和3年度に道路・橋りょうの予備設計を実施し、
令和4年1月に地元説明会を開催しました。

・令和5年度は、事業に伴い周辺へ与える影響を
考慮し、道路形状等の再検討を実施しました。

・その結果、道路計画に変更が生じたため、
令和6年10月に説明会を開催しました。

・本日は、個別にご説明させていただき、事業に
対して皆様のご理解とご協力をいただくことを
目的としております。

変更案イメージ

和戸交差点



これまでの説明会における意見

立体化されることで日影が
発生すると思う

立体化された後の県道との出入りは
どのようになるのか

歩道がないと歩行者が安全に
通行できない

過去の説明会での意見も踏まえて
構造を見直します
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現計画の立体交差形状

・副道幅員が５ｍのため車両は副道内で一方通行となり、
本線と副道との出入りが不便になります。

・副道に歩行空間がなく、歩行者や車椅子等が安全に通行
できません。

・立体化することで立体部分から最大で約10mの日影が生じます。

副道内での
車両の動線

県道さいたま幸手線

国納交差点

副道の幅員が狭く
一方通行となる

現計画 3Dイメージ

立体化により
日影が生じる
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副道の幅員が狭く
一方通行となる

副道に歩道がないため
安全に通行できない

副道

本線

現計画

和戸交差点
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変更計画の立体交差形状＜案＞

＊詳細設計により細部が決定するため、最終形状ではありません

副道

本線 副道内での
車両の動線

国納交差点

【変更案】
・副道の幅員を５〜１１ｍ拡幅します。
・副道に歩道を設置します。
・拡幅したことにより副道の相互通行が可能になります。
・沿道地域は、副道が広がることにより日影の影響

が軽減されます。

一方通行が解消
されます

一方通行が解消
されます

歩行者が安全に
通行できます

歩行者が安全に
通行できます

和戸交差点

県道さいたま幸手線

変更計画

＊前回説明会時点から形状が一部変更となっている箇所があります



幸手方面

白岡方面から
この地域にアクセスす
る場合、遠回りが必要

この地域は白岡方面
からのアクセス不可

白岡方面

白岡方面から北側副道沿線
へアクセスする際の動線

一方通行による周辺地域の利便性低下

・白岡方面から線路を越えて幸手方面へ向かう場合、直接
副道への侵入ができないため、町道をう回し、遠回りする
必要があります。

・副道沿線から本線へ向かう場合も白岡方面へ直接出ることは
できません。

車両によるアクセス

地理院地図を加工して作成

現計画
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白岡方面から
この地域にアクセ
スする場合の遠回

りが不要

白岡方面からこの地域
へのアクセス可

幸手方面

白岡方面

白岡方面から北側副道沿線
へアクセスする際の動線

相互通行による周辺地域の利便性の向上

・白岡方面から幸手方面へ向かう場合、本線から副道へ直接
左折で進入できるため、利便性が向上します。

・沿線から副道へ進入する際も左右両方向へ出ることが可能
になります。

車両によるアクセス

地理院地図を加工して作成

変更計画



一方通行による周辺地域の利便性低下

・白岡方面からは遠回りなしでアクセスできますが、幸手方面から
白岡方面へ向かう場合も同様に、副道へアクセスするためには
町道をう回し、遠回りが必要となります。

白岡方面

人道橋
（設置予定）

この地域は幸手方面
からのアクセス不可

幸手方面

川沿いの道路が狭いため、
副道が唯一のアクセス路となる

幸手方面から
この地域にアクセスす
る場合、遠回りが必要

幸手方面から南側副道沿線
へアクセスする際の動線

車両によるアクセス

地理院地図を加工して作成

現計画
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相互通行による周辺地域の利便性の向上

地理院地図を加工して作成

副道に十分な幅員
があり緊急車両の

通行が確実に

幸手方面から
この地域にアクセ
スする場合、遠回

り不要

人道橋
（設置予定）

白岡方面

幸手方面

幸手方面から
のアクセス可

幸手方面から南側副道沿線
へアクセスする際の動線

・幸手方面から白岡方面へ向かう場合も同様に、町道を
う回することなく本線から副道へアクセスできるため
利便性が向上します。

車両によるアクセス

変更計画



歩行者の動線

幸手方面

白岡方面

人道橋
（設置予定）

歩行者用踏切

副道の沿線は歩
道がない区間を
通行しなければ

ならない

地理院地図を加工して作成

通行ルート

・歩行者が和戸駅方面へ向かう場合、現計画の副道には
歩道がないため、歩道やグリーンベルトを通行するに
は遠回りが必要となります。

現計画



連続した歩行ルートの確保

幸手方面

白岡方面

人道橋
（設置予定）

歩行者用踏
切

・副道に歩道が整備され、安全な通行環境が確保
されるため、駅方面に最短ルートで安全に向か
うことが可能になります。

地理院地図を加工して作成

通行ルート

変更計画



日影について

・立体化により最大約10mの日影が午前8時から
10時半までの2.5時間生じる部分が発生します
（冬至日で測定）。

・そのため、道路区域外となる住居等にも日影が
生じてしまいます。

立体化による日影のイメージ

現計画

約10m

現計画道路と民地の境界



日影の解消

・副道が広がることで2.5時間日影になる部分は、
副道の範囲内に収まり、立体化によって生じる
日影の住居等への影響が軽減されます。

立体化による日影のイメージ

変更計画

現計画道路と民地の境界
変更計画道路と民地の境界

拡幅

約10m
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現計画の施工方法

施工方法【現計画】
・現在の踏切をそのまま利用します。
・夜間通行止めの工事となり、工事中トラブルが

発生した際には昼間も通行止めとなる可能性が
あります。

・踏切内での大型自動車のすれ違いが困難です。

工事スペース

う回路
和戸交差点

県道さいたま幸手線

橋台の基礎杭を打つ際に
通行止めとなる
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現計画
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変更計画の施工方法

施工方法【変更案】
・現在の踏切を移設して工事期間中のう回路を作ります。
・昼間施工が可能となり、夜間通行止めの必要がなく

なります。
・踏切内でも大型車両が安全に通行できます。
・昼間施工となるため、工事による夜間の振動や騒音

などの周辺への影響が軽減されます。
＊う回路設置中、沿道の方々の出入りに支障がないよう

検討いたします

工事スペース

う回路
和戸交差点

県道さいたま幸手線

踏切を工事中移設
＊工事完成後撤去

変更計画

30003000 1200

仮踏切

300030001200

現況踏切 現況踏切との離隔
72007200 4900

A-A 断面

移 設



工事

令和６年度 令和１１年度以降

用地測量

用地交渉・買収

詳細設計

令和７年度 令和８年度 令和９年度 令和１０年度

都市計画の
変更手続き

今後のスケジュール＜案＞

立体交差部分・道路の詳細な設計を行い、
形状等を決めます

事業範囲を広げるための手続
きを行います

提供をお願いする用地の面積
を出すための測量を行います

＊現時点でのスケジュール案のため、事業の進捗によって遅れる場合があります

お問合せ先
【事業全般に関すること】
埼玉県杉戸県土整備事務所 道路施設担当
電話 ０４８０－３４－２１２０
８︓３０〜１７︓１５（土日祝・年末年始を除く）


